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第㉒回

中
村 

一
郎 

氏
（
三
陸
鉄
道
社
長
）

▼
震
災
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

吉
村
昭
の
小
説
『
梅
の

蕾
』
（
う
め
の
つ
ぼ
み
）

は
、
三
陸
の
人
々
の
厚
い
情

感
が
そ
の
エ
ン
デ
イ
ン
グ
で

涙
を
誘
う
。
そ
れ
は
熱
い
涙

で
あ
る
。
一
方
で
冷
た
い
涙

も
あ
っ
た
。
10
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
地
震
と
津
波

は
、
尊
い
命
を
奪
い
、
誰
も

の
希
望
を
失
っ
た
。
繰
り
返

す
地
震
と
津
波
。
遠
い
太
平

洋
対
岸
の
チ
リ
の
地
震
で
も

津
波
と
し
て
来
襲
す
る
。
筆

者
が
小
学
生
の
頃
に
も
「
チ

リ
地
震
津
波
」
が
襲
っ
た
。

三
陸
海
岸
は
、
リ
ア
ス
式
海

岸
と
し
て
、
漁
業
の
面
で
は

優
れ
た
漁
場
や
漁
港
と
な
る

が
津
波
は
潮
位
を
高
め
る
。

『
梅
の
蕾
』
の
舞
台
は
、
田

野
畑
村
で
あ
る
が
、
40
㍍
も

の
潮
位
と
し
て
村
を
襲
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
３
・
11
で

は
三
陸
鉄
道
も
寸
断
さ
れ
不

通
と
な
っ
た
。
そ
の
当
時
、

三
陸
鉄
道
（
略
称
、
三
鉄
）

は
岩
手
県
の
太
平
洋
側
に
お

い
て
、
北
リ
ア
ス
線
が
久
慈

駅
（
久
慈
市
）
～
宮
古
駅

（
宮
古
市
）、
南
リ
ア
ス
線
が

釜
石
駅
（
釜
石
市
）
～
盛
駅

（
大
船
渡
市
）
か
ら
な
る
２

路
線
が
あ
っ
た
。
全
線
不
通

か
ら
１
年
後
、
２
０
１
２
年

４
月
１
日
、
田
野
畑
駅
で
、

北
リ
ア
ス
線
（
田
野
畑
～
陸

中
野
田
間
）
の
再
開
通
式
が

行
わ
れ
た
。
筆
者
も
出
か
け

た
。
明
る
い
阿
藤
快
が
、
そ

の
再
開
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
実

況
し
て
い
た
。
そ
の
２
年
後

の
２
０
１
４
年
４
月
に
南
・

北
リ
ア
ス
線
が
全
面
再
開
通

し
た
。
当
時
の
社
長
は
望
月

正
彦
氏
で
あ
っ
た
。
筆
者

は
、
三
陸
鉄
道
応
援
酒
『
鐵

の
道
』
の
企
画
や
取
り
組
み

で
、
何
回
か
直
接
お
会
い
し

た
。
望
月
氏
は
情
熱
と
行
動

的
な
印
象
を
受
け
る
社
長
で

あ
っ
た
。
２
０
１
０
年
か
ら

の
６
年
間
の
在
任
中
の
５
年

間
は
、
復
興
の
た
め
に
注
力

さ
れ
た
。
２
０
１
６
年
６
月

か
ら
、
社
長
は
中
村
一
郎
氏

に
交
代
し
た
。
中
村
氏
は
、

地
元
岩
手
県
と
国
内
観
光

客
、
さ
ら
に
海
外
観
光
客
を

迎
え
る
三
鉄
へ
の
飛
躍
が
使

命
と
さ
れ
る
。
今
回
は
、
そ

れ
に
向
か
う
挑
戦
者
と
し
て

の
中
村
氏
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

▼
余
人
に
代
え
が
た
い

　
中
村
氏

三
陸
鉄
道
株
式
会
社
は
、

第
３
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
会
社

で
あ
る
。
第
３
セ
ク
タ
ー

は
、
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

で
は
よ
く
あ
る
経
営
方
式
で

あ
る
。
三
鉄
は
、
国
鉄
か
ら

民
間
へ
の
移
譲
だ
け
で
な
く

路
線
整
備
を
図
り
発
展
的
に

第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
鉄
道
会
社
の
第
１

号
で
あ
る
と
い
う
。
１
９
８

４
年
の
操
業
開
始
当
初
は
経

営
も
黒
字
で
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

の
会
社
経
営
、
さ
ら
に
は
国

鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
移
行
す
る
時

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
優
良
ロ

ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
っ
た
と
い

う
。
２
０
１
１
年
の
３
・
11

か
ら
の
復
興
は
望
月
前
社
長

の
指
導
で
進
め
ら
れ
た
。
そ

の
後
２
０
１
６
年
に
は
、
中

村
一
郎
氏
が
社
長
に
交
代
し

た
。
第
３
セ
ク
タ
ー
の
三
鉄

の
社
長
は
出
資
者
の
岩
手
県

出
身
者
が
就
任
し
て
い
る
。

そ
れ
は
望
月
氏
の
前
の
社
長

か
ら
岩
手
県
Ｏ
Ｂ
が
社
長
就

に
も
、
年
に
１
度
で
も
乗
車

し
て
も
ら
う
働
き
か
け
を
、

地
元
企
業
や
各
種
団
体
等
に

働
き
か
け
た
。

地
元
外
客
の
利
用
促
進
の

Ｐ
Ｒ
は
、
観
光
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
等
へ
、
震
災
後
の
震
災
学

習
列
車
（
教
育
旅
行
の
推

進
）
へ
、
修
学
旅
行
等
で
利

用
な
ど
へ
注
力
し
た
。
と
く

に
、
震
災
学
習
列
車
は
、
首

都
圏
の
中
学
、
高
校
等
の
利

用
が
多
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

後
は
、
岩
手
県
内
の
ほ
か
宮

城
、
秋
田
、
青
森
の
隣
接
県

で
の
利
用
が
増
え
た
。

鉄
道
の
業
務
は
、
運
行
部

門
・
旅
客
部
門
・
施
設
部
門

な
ど
多
部
門
か
ら
な
る
の

で
、
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
問

題
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
の

下
で
は
、
そ
の
全
社
的
な
理

解
と
認
識
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
も
自
分
た
ち
で
い
か
に

乗
り
越
え
て
い
く
か
と
い
う

前
向
き
な
姿
勢
が
大
切
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
し
ば

し
ば
用
い
る
「
で
き
る
状
況

づ
く
り
」と
合
致
し
て
い
る
。

地
元
住
民
か
ら
の
理
解
の

為
に
も
、
市
町
村
と
連
携
し

な
が
ら
多
く
の
集
ま
り
に
出

向
い
て
三
鉄
の
現
状
を
話

し
、
ま
た
広
報
誌
で
話
題
を

提
供
し
て
頂
く
な
ど
、
地
道

で
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
観
光
客
は
震

災
か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
三
鉄
を
見
て
い
る
方

も
多
い
と
い
う
。
２
０
１
９

年
３
月
に
リ
ア
ス
線
と
し
て

１
本
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

は
、
全
国
的
に
も
知
名
度
を

上
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。
復

興
し
た
姿
を
み
せ
る
こ
と
の

他
、
そ
の
後
の
姿
や
取
り
組

み
も
示
し
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

▼
台
風
19
号
と

　
コ
ロ
ナ
へ
の
対
策

前
述
の
よ
う
に
リ
ア
ス
線

開
通
で
は
、
全
国
か
ら
多
く

来
客
を
迎
え
た
が
、
２
０
１

９
年
10
月
の
台
風
19
号
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
早
期

復
旧
に
努
め
た
結
果
、
２
０

２
０
年
３
月
に
全
線
運
行
再

開
を
果
た
し
た
。
が
、
こ
れ

か
ら
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

今
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
観
光
客
が
激
減
。
２

０
２
０
、
21
年
は
、
そ
の
前

年
に
比
べ
、
４
～
５
割
の
運

賃
収
入
の
減
少
と
な
っ
た
。

国
や
県
、
市
町
村
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
何
と
か
こ
の

社
長
就
任
後
の
大
き
な
当

面
課
題
は
、
２
０
１
９
年
３

月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
Ｊ
Ｒ

山
田
線
（
宮
古
～
釜
石
間
）

の
経
営
移
管
を
円
滑
に
実
現

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
運
転
手
を
は
じ
め

必
要
な
要
員
の
確
保
、
ダ
イ

ヤ
設
定
に
当
た
っ
て
の
各
種

任
と
な
っ
て
い

た
。中

村
氏
へ
の

交
代
は
、
同
氏

の
経
歴
か
ら
す

る
と
、
ま
さ
に

余
人
に
代
え
が

た
く
適
材
適
所

で
あ
る
と
い
え

る
。
昭
和
30
年

12
月
に
盛
岡
市

渋
民
の
生
ま
れ

で
、

現

在

66

歳
。
当
時
は
60

歳
。
石
川
啄
木

と
同
じ
小
学
校

を
卒
業
で
、
地
元
の
盛
岡
第

一
高
校
か
ら
東
大
法
学
部
を

卒
業
し
、
岩
手
県
庁
に
入
庁

さ
れ
た
。

そ
の
職
務
で
、
２
０
１
０

年
４
月
か
ら
は
沿
岸
広
域
振

興
局
長
と
し
て
、
三
陸
沿
岸

地
域
の
振
興
の
ほ
か
、
震
災

後
は
三
陸
の
復
旧
・
復
興
に

携
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ

の
２
年
後
は
、
政
策
地
域
部

長
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線

（
宮
古
～
釜
石
間
）
の
復
旧

問
題
を
Ｊ
Ｒ
側
と
折
衝
し
方

向
性
を
つ
け
て
い
る
。
定
年

ま
で
の
２
年
間
は
、
県
復
興

局
長
と
し
て
、
三
陸
の
復
興

の
全
般
を
所
管
し
て
三
陸
の

復
興
や
鉄
道
の
復
旧
に
携
っ

て
こ
ら
れ
た
。

２
０
１
６
年
の
定
年
ま
で

の
６
年
間
は
岩
手
県
の
最
大

の
課
題
で
あ
る
三
陸
沿
岸
の

復
興
に
関
わ
る
県
行
政
の
中

枢
的
責
任
者
で
あ
っ
た
。
ゆ

え
に
、
定
年
後
の
三
鉄
社
長

と
し
て
の
業
務
遂
行
は
最
も

相
応
し
い
人
物
で
あ
る
。
中

村
氏
は
、
写
真
に
あ
る
よ
う

に
、
厳
め
し
い
官
僚
で
は
な

く
、
穏
や
か
で
親
し
み
や
す

さ
が
好
感
で
も
あ
る
。
な

お
、
氏
は
、
休
み
の
時
に

は
、
の
ん
び
り
乗
っ
て
楽
し

む
鉄
道
派
で
も
あ
る
と
い
う
。

▼
新
生
・
三
鉄
へ
の

　
取
り
組
み

こ
う
し
て
現
実
に
民
間
会

社
の
中
村
社
長
が
誕
生
し

た
。
自
身
の
人
生
を
捧
げ
る

よ
う
な
現
場
再
生
の
機
会
と

な
っ
た
。
筆
者
が
勝
手
に
言

え
ば
「
新
生
・
三
鉄
」
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
と
い
え

よ
う
。

常
的
に
利
用
す
る
の
は
、
高

校
生
と
高
齢
者
（
通
院
や
買

い
物
等
）
で
あ
る
。
車
を
運

転
し
な
い
（
で
き
な
い
）
人

た
ち
で
も
あ
り
、
足
（
交
通

手
段
）
を
し
っ
か
り
確
保
し

て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

が
、
少
子
化
に
よ
り
高
校

生
の
人
数
も
減
少
傾
向
に
あ

調
整
、
宮
古
～
釜
石

間
の
駅
の
愛
称
募

集
・
決
定
、
８
年
ぶ

り
の
運
行
再
開
に
当

た
っ
て
の
地
元
へ
の

周
知
（
踏
切
事
故
防

止
な
ど
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

そ
れ
以
外
で
は
、

地
域
の
足
と
し
て
の

役
割
の
確
保
と
交
流

人
口
拡
大
（
観
光

等
）
に
よ
る
地
域
の

振
興
へ
の
貢
献
が
あ

っ

た
。「

地

域

の

足
」
と
し
て
は
、
日

は
、
三
陸
の
自
然
や

沿
線
の
美
味
し
い
も

の
を
楽
し
ん
で
頂
く

だ
け
で
な
く
、
ス
タ

デ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
例
、
震
災
学
習
列

車
や
「
海
と
希
望
の

学
校
ｏ
ｎ
三
鉄
」
な

ど
）、
ヘ
ル
ス
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
（
三
鉄
と

沿
線
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
）
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
企
画
を
提
供
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
仙
台
か
ら

八
戸
ま
で
の
三
陸
沿

岸
道
路
は
、
12
月
18

画
的
に
社
員
採
用
を

始
め
て
い
る
。
当
面

は
、
運
転
、
車
両
検

査
、
指
令
部
門
、
施

設
部
門
、
旅
行
部
門

な
ど
各
部
門
で
、
オ

ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
、
業

務
を
行
い
な
が
ら
指

導
育
成
す
る
と
い

う
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
ほ
か

の
研
修
等
に
参
加
さ

せ
る
な
ど
で
も
育
成

し
て
い
る
。

鉄
道
の
第
一
は
安

全
運
行
で
あ
り
、
他

社
で
の
事
故
事
例
が

運
営
コ
ス
ト
が
増
加
し
た
。

三
鉄
と
し
て
は
、
リ
ア
ス

線
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
最
大

化
す
る
よ
う
に
、
盛
～
久
慈

間
の
直
通
列
車
の
運
行
、
ま

た
特
別
企
画
の
夜
行
列
車

（
盛
駅
を
夜
発
、
翌
朝
に
久

慈
駅
に
到
着
す
る
夜
行
列
車

の
運
行
、
昨
年
夏
に
２
回
）

ほ
か
、
各
区
間
の
特
色
を
生

か
し
た
震
災
学
習
列
車
を
は

じ
め
と
す
る
企
画
列
車
の
運

行
を
始
め
る
。

観
光
活
性
化
に
は
、
三
鉄

だ
け
で
な
く
、
県
や
沿
線
市

町
村
、
観
光
協
会
や
宿
泊
施

設
等
を
含
め
た
連
携
を
進
め

る
と
い
う
が
、
そ
の
中
で
三

鉄
と
し
て
は
、
お
客
様
に
乗

っ
て
い
た
だ
け
る
企
画
を
開

発
・
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
、
中
村
氏
は
意
気
込

ん
で
い
る
。

▼
む
す
び

中
村
社
長
は
、
社
員
の
新

規
採
用
や
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
昭
和
59
年
４
月

の
創
業
で
あ
り
社
員
が
高
齢

化
し
、
次
世
代
の
育
成
が
必

要
と
な
り
、
数
年
前
か
ら
計

生
じ
た
場
合
に
は
、
情
報
伝

達
や
勉
強
会
な
ど
で
対
策
し

対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
て
安
全
管
理
・
運
行
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
防
災

（
地
震
、
津
波
、
台
風
、
コ

ロ
ナ
な
ど
）
へ
の
対
策
と
し

て
毎
年
の
非
常
時
対
応
訓
練

会
の
実
施
、
他
社
実
施
の
訓

練
会
や
講
習
会
等
へ
の
参
加

な
ど
を
注
意
し
て
い
る
。

最
後
に
、
筆
者
の
三
鉄
と

の
関
わ
り
は
「
鉄
の
道
セ
ッ

ト
（
福
来
・
浜
千
鳥
の
２
本

セ
ッ
ト
）」
が
あ
る
が
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
局
面
で
は
、

鐵
の
道
博
や
新
規
商
品
企
画

な
ど
で
、
三
鉄
や
中
村
社
長

を
応
援
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

鉄
道
フ
ァ
ン
は
多
彩
で
あ

る
が
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
応

援
に
は
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
ほ

か
冒
頭
の
小
説
な
ど
は
ロ
ン

グ
テ
ー
ル
に
伝
わ
る
。
地
元

が
一
体
と
な
り
愛
着
を
つ
な

ぎ
、
外
来
客
へ
の
お
も
て
な

し
を
行
う
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
よ
る
観
光
整
備
も
大
事

と
い
え
る
。
中
村
一
郎
社
長

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
く
。

日
で
、
全
線
開
通
を
迎
え

る
。
こ
れ
を
活
用
し
、
仙
台

市
や
八
戸
市
か
ら
の
誘
客
を

図
る
た
め
、
観
光
庁
の
事
業

を
活
用
し
、
高
速
バ
ス
を
利

用
し
て
、
岩
手
の
三
陸
ま
で

来
て
も
ら
い
、
三
陸
鉄
道
に

乗
車
し
て
、
お
弁
当
や
各
種

の
体
験
等
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

予
定
（
12
月
～
１
月
）
で
あ

る
。
道
路
と
鉄
道
は
ラ
イ
バ

ル
関
係
の
側
面
も
あ
る
が
、

共
存
関
係
を
目
指
し
た
取
組

み
を
発
案
し
て
い
る
。

▼
リ
ア
ス
線
と
し
て
の

　
新
企
画

山
田
線
の
リ
ア
ス
線
と
し

て
線
路
が
１
本
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の

南
北
リ
ア
ス
線
で
分
離
し
て

い
た
車
両
基
地
も
中
央
の
宮

古
駅
に
集
約
で
き
、
車
両
や

運
転
士
等
の
運
用
が
一
体
的

に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る
。

一
方
で
、
路
線
距
離
が
約

55
㌔
㍍
伸
び
た
こ
と
か
ら
、

運
転
士
や
施
設
等
の
社
員
を

含
め
約
40
名
が
増
員
と
な
り

列車の前でほほ笑む中村一郎社長

絶景ポイントの大沢橋梁（白井海岸～堀内間）

リアス線開通1年目を祝う「さんさ踊り」（津軽石駅）

宮古市内の洋菓子店、パティスリーレドシェーブ
ルとのコラボで実現した、ヤギのキャラクターを
あしらったラッピング列車。同店はヤギミルクを

使ったケーキを名物にしている

り
三
鉄
の
会
社
経

営
が
難
し
い
。
交

流
人
口
の
拡
大

（
観
光
の
推
進
な

ど
）
に
よ
り
、
地

元
利
用
促
進
や
、

地
元
外
客
に
よ
る

利
用
促
進
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
と

な
る
。
地
元
利
用

で
は
、
貸
切
列
車

や
各
種
企
画
列
車

を
Ｐ
Ｒ
し
、
普
段

は
乗
ら
な
い
方
々

難
局
を
乗
り
越

え
て
き
た
。
結

果
、
本
年
10
月

か
ら
は
少
し
ず

つ
回
復
傾
向
と

な
っ
た
。

今
後
に
つ
い

て
は
予
断
を
許

さ
な
い
が
、
国

の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
事
業
等

の
早
期
再
開
を

要
望
し
な
が

ら
、
観
光
客
に


